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ー タ を 抽 出 し 、 分 類 処 理 を 行 う こ と と な る 。 現 在 ま で 、 2005 年 に
HOG(Histogram of Oriented Grad ient ) 法 や 2008 年 に COV(Covar iance




以上の精度を持ち、計算量は HOG 法と同程度であるという HOT(Histogram of




第１章 ( Int roduct ion)は、画像から物体検出と人物検出する問題に対して、
適用する応用と、現在までに提案された研究成果と課題について整理している。
第２章 (Histogram of Template) は、提案する HOT 法を説明している。分類
処理のために、前もって定義するテンプレートと特徴を表現する計算式を提案





開しているデータセットに対して、分類手法としては KSVM(kerne l Support
Vector Machine)を 共 通 に 用 い て 実 験 し た 。 評 価 は 、 DET(Detect ion Error
3Tradeof f )曲線を用いて行った。約 4 百万個のウインドー（部分画面）に対して
実験したところ、 1 0 - 3 FPPW （ False Pos i t ive Per Window）を達成するの




知 る た め に 、 ウ ン ド ウ ー サ イ ズ を ラ ン ダ ム に 設 定 し 、 実 験 し た と こ ろ 、 10 - 3
FPPW に対して、検出率が HOG 法と COV 法ともに 80%であったが、 HOT 法







第３章（ Extens ion of HOT Feature）では HOT 法のテンプレートをピクセ
ルレベルからブロックレベルへ拡張した。１ブロックは 2x2 ピクセル又は 3x3
ピクセルからなり、ブロックレベルへ拡張することで、大局的な特徴抽出が可
能となり、検出率が向上すると期待される。画像分野で一般的に使われている
INRIA データセットに対して実験した。 10 - 3 FPPW に対して、 LSVM(Linear
SVM)を用いたところ、オリジナルな HOT 法では 94%、ブロックレベルへ拡張
した方法では 97 .5%であった。ブロックレベルへ拡張した HOG 法は 94%、COV




とを提案している。CAS(Chinese Academy Sc ience)データセットに対して実験
したところ、OP 法（ Opti ca l Flow,2004)、KLT 法 (Karhunen Loeve Transform,
2007)、IMHCD 法（ Intra Motion His togram Central Didf f erence ,2006）と比
べたところ、 10 - 2 FPPW において、拡張 HOT 法は 96 %,OP 法は 60%、 KLT
法は 80%、 IMHCD 法は 92.5%の検出率が得られ、その有効性が確かめられて
いる。







4が可能となることが分り、 32 プロセッサーコアを用いることとした。 GPU と
しては、 GTX285（ NVIDIA 社製で 24 0 コアからなる）を用い、ソフトウエア
環境は CUDA フレームワークを用いた。640x480 ピクセルの画像に対して行っ
た実験では、 CPU(Inte l Quad Q9550)の１コアを利用した場合は 63 .875 秒か
かったものが、GPU を用いることで、48 .924 ミリ秒であり、約 1300 倍の速度
向上が図られた。１コア自身のクロック周波数は GPU(GTX285)では 1 .45GHz




第 5 章（ Pose - Invar iant Human Feature）では、様々なポーズを取る人物
に対しても、人物検出が可能なことを示している。最初に、人がどのようなポ
ーズを取っているのかを推定する。この際に、Loss funct ion を導入し、推定さ
れたポーズと実際のポーズ間の差分をとり、学習モデル化手法により、差分が
最小化されるように最適化を行い、正確なポーズを推定している。人間の体を
6 要素に分け、各要素は 2 次元の点の接続関係図で表現される。各要素の各々
の特徴量を計算し、全体の人物の特徴量を得ることができる。この特徴量をも
とに、人物検出を行うため、様々なポーズに対応可能な人物検出が可能となっ
て い る 。 従 来 提 案 さ れ て い る SLBD 法 (S tructure Learning Based
Detector,2007)と 比 較 し 、 10 - 3 FPPW で は 検 出 率 は ほ ぼ 同 じ で あ る が 、 10 - 4
FPPW では HOG 法で 92 .5%、 SLBD 法では 91%の検出率が得られ、提案手法
の有効性を示している。
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